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�月
��������

熊谷中学校閉校式
　３月２０日（日）、熊谷中学校の閉校式が行われ、６４年
の歴史に幕が降ろされました。
　式には、全校生徒２８人をはじめ地域の関係者ら約
２００人が出席しました。全員での校歌斉唱や、歴史を
振り返るスライドショーの上映などを行い、学びやに
別れを告げました。

�月
��������

新砥保育所開所式
　４月４日（月）、新砥保育所が新築開所しました。
　保育の充実、待機児童の解消を図るとともに、老朽
化していたへき地保育所を廃止し、新たな認可保育園
として整備しました。
　くす玉割りや園歌の斉唱を行い、笑顔あふれる１８人
の子どもたちの入所を祝いました。

�月
�����������	


高尾小学校全校児童に ”������”
　総務省ICT教育推進のモデル校に高尾小学校が指定
され、全国で初めて全校児童にiPadが配備されました。
　児童の回答や、回答に対する考えなどを映し出す電
子黒板も備え、iPadと電子黒板の双方向による学習が
できるようになりました。また、哲西中学校において
も国の採択を受け、ICTを活用した事業を行うことに
なりました。

今年を
振り返 っ て��������

この１年間を振り返ってみると、本市でもさまざまなことがありました。
その中から主な出来事を紹介します。
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�月
��������	
��

新見市防災公園完成
　大規模災害時に避難場所や救護基地となる防災公園
が完成しました。サッカー場と陸上競技場も備え、普
段は市民の生涯スポーツの拠点としての役割を担って
います。
　サッカー教室をはじめ小学生陸上競技大会など、多
くのみなさんにご利用いただいています。

�月
��������	


新見美術館「片岡鶴太郎展」
　４月２５日（土）から６月５日（日）、新見美術館で「片
岡鶴太郎展」が開催されました。
　入館総数は、過去最多の１４,９３６人となりました。
　また、会期中には、ご本人によるサイン会も行われ、
大勢のファンが詰め掛けました。

�月
��������	
����

新見市民運動公園改修整備完成
　新見市民運動公園の改修整備事業が完成しました。
　この事業では、ナイター照明を備えた屋根付きテニ
スコートなどのスポーツ施設をはじめ、市民プール管
理棟の改築、備北青年の家跡地の駐車場化など、公園
内を総合的に整備しました。
  いざという時は防災の拠点として、普段は生涯スポ
ーツの拠点として活用いただけるようになりました。

�月
��������	
��

市街地循環バス「ら ・ くるっ と」運行開始
　６月２０日（月）、市街地循環バス「ら・くるっと」
が医療機関や商業施設など、多くの人が利用する施設
が集中している市街地の公共交通を充実させるため運
行を開始しました。
　また、１０月には、路線や時刻表などの見直しを行い、
より便利に利用していただけるようになりました。
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�月
��������	
�

思誠小学校新校舎完成
　思誠小学校の新校舎が完成しました。
　新校舎は、鉄筋コンクリート地上３階、地下１階で、
普通教室・図書室・音楽室などを整備しました。床や
棚、窓枠、出入り口のドアに県産材を使うなど、暖か
みのある校舎に生まれ変わりました。

���月
��������	
��

「和みの郷 かなや 」 完成
　養護老人ホーム「和みの郷かなや」が完成し、竣工
式を行いました。
　全室個室の「ユニットケア方式」を取り入れ、各階
に共同生活室を設け、入所者同士の交流も図れるよう
になっています。開所は１１月１日（火）で、入所者は、
真新しい施設での生活をスタートさせました。

����月
�������

��級グルメフェア２０１１開催
　１１月２０日（日）、まなび広場にいみで、新見A級グルメフェ
ア２０１１を開催しました。
　千屋牛やキャビア、ワイン、ヤギ乳スイーツなど、市内の
優れた“A級”食材を広くPRするとともに、これらの食材
を使った創作料理の試食ができるコーナーも行われました。
　また、会場では食材が当たる抽選会や特産品の販売も行わ
れ、家族連れなど多くの人でにぎわいました。

�������今年を振り返って
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訓
練
は
「
新
見
市
北
部

を
震
源
と
す
る
大
規
模
な

地
震
（
最
大
震
度
�
強
）

が
発
生
し
、
市
内
で
土
砂

崩
れ
、
家
屋
倒
壊
、
道
路

損
壊
、
建
物
火
災
な
ど
被

害
の
発
生
が
相
次
ぎ
、
電

力
、
通
信
、
水
道
、
ガ
ス

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施

設
に
も
損
壊
が
生
じ
て
い

る
」
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お

け
る
災
害
対
応
に
つ
い
て
、

市
民
参
加
の
も
と
、
防
災

関
係
機
関
が
協
力
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
訓
練
に
あ
た
り

ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
天

候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多

く
の
来
賓
や
市
民
の
み
な

さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

午
前　

時
の
石
垣
新
見
市

��

長
の
開
始
宣
言
に
続
き
、

地
震
発
生
、
被
害
情
報
の

収
集
、
関
係
機
関
へ
の
協

力
・
応
援
要
請
、
初
期
消

火
、
土
砂
崩
れ
道
路
復
旧
、

避
難
誘
導
・
避
難
所
開
設
、

倒
壊
家
屋
か
ら
の
被
災
者

救
出
、
被
災
ビ
ル
消
火
・

被
災
者
救
出
、
多
数
傷
病

者
発
生
事
故
対
応
、
灯
油

流
出
防
御
、
ガ
ス
施
設
復

旧
、
非
常
食
炊
き
出
し
・

給
水
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
、
救
援
物
資
輸
送

配
布
な
ど
の
訓
練
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
会
場
に
併
設
さ
れ

た
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
地
震
・
消
火
体
験
、

災
害
伝
言
板
体
験
、
災
害

時
活
動
車
両
の
展
示
、
消

防
防
災
関
連
商
品
・
資
機

材
の
紹
介
の
ほ
か
、
東
日

本
大
震
災
に
お
け
る
関
係

機
関
の
活
動
紹
介
や
、
か

ま
ど
ベ
ン
チ
を
用
い
た
炊

き
出
し
の
実
演
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
災
害
発
生

時
や
国
民
保
護
計
画
で
想

定
し
て
い
る
有
事
の
際
の

自
衛
隊
活
動
の
広
報
を
目

的
と
し
た
防
衛
防
災
展
で

は
、
自
衛
隊
活
動
の
パ
ネ

ル
展
示
や
、装
備
資
機
材
・

車
両
の
展
示
を
行
い
ま
し

た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

～大規模な地震を想定～

１０月３０日（ 日 ）　新見市防災公園で、
「平成２３年度新見市総合防災訓練」を実施

新見市消防本部に
よる被災ビルから
の救助　　　　 ▼

▼

陸上自衛隊によ
る倒壊家屋からの
救出

新見医師会による
応急手当　　　 ▼

▼

新見市消防本部
による多数傷病者
の救出・救護

東日本大震災の義援金について
　東日本大震災の被災地支援のため、多くの市民のみなさんから寄せられた義援金は、��月��日現在で
��,���,���円となっています。ご協力ありがとうございました。
　義援金は引き続き受け付けており、随時被災地へ送付してまいります。
　なお、公表することに同意をいただいた法人、団体は次のとおりです。

金額（円）法人・団体名金額（円）法人・団体名

��,���　唐松地域づくり推進委員会��,���　大佐永富　中曽地区救援会

■問い合わせ先　総務課総務係（������）

（市報��月号掲載分以降　敬称略）
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・ 稚園・認定こども園 
市立保育所・幼稚園・認定こども園では、
平成 ２４年度の入園児を募集します。
入園を希望する場合は、受付期間内に申込書
などの提出をお願いします。

保育所・認定こども園（長時間保育）

●入園資格：市内に住所があり、家庭で保育することができないと認められる乳幼児
●受付場所：こども課または、各支局
　　　　　　（申込案内および申込書は、市役所、各支局、各保育所・各認定こども園にあり

ますので、申込案内で詳しい内容をご確認のうえ、申込書および添付書類を提出
してください。）

●保 育 料：入園児の年齢と、世帯の所得税・市民税の課税額により決定します。
●受付期間：平成２４年１月５日（木）～２７日（金）

■問い合わせ先  
　こども課子育て支援係（��６１１５）
　大佐支局　（��２１１２）
　神郷支局　（��６１１２）
　哲多支局　（��２１１２）
　哲西支局　（��２１１２）

対象児定員 （ 人）電話所在地園名

生後�か月～�歳児�����-����西方���番地�新見保育所

�歳～�歳児����-����神郷釜村����番地�新郷保育所

�歳～�歳児����-����哲多町本郷���番地��本郷保育所

�歳～�歳児����-����哲多町矢戸���番地�萬歳保育所

�歳～�歳児����-����哲多町蚊家����番地�新砥保育所

�歳～�歳児����-����上市���番地
上市認定こども園
（長時間保育）

�歳～�歳児����-����大佐永富���番地
大佐認定こども園
（長時間保育）

�歳～�歳児����-����神郷下神代����番地
神代認定こども園
（長時間保育）

生後�か月～�歳児����-����哲西町矢田����番地
哲西認定こども園
（長時間保育）

　新見保育所では待機児童が増加していま
す。待機児童解消のため、居住地域の保育
所・認定こども園をご利用ください。

待機児童解消に
ご協力をお願いします 。

神代認定こども園の様子
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新見市立保育所・幼  ・

園 児募集

■問い合わせ先　こども課子育て支援係（��６１１５）

幼稚園・認定こども園（短時間保育）

●入園資格：市内に住所があり、集団での保育、教育が可能な幼児
●受付場所：入園を希望する幼稚園、認定こども園（入園願いは各園にあります。）
　　　　　　※受付の際に子どもさんに関することについて聞き取りを行います。
●保 育 料：月額４，５００円（年額５４，０００円）
●受付期間：平成２４年１月５日（木）～２７日（金）

対象児定員 （ 人）電話所在地園名

�・�歳児���
��-����新見����番地新見幼稚園

�歳児��

�・�歳児����-����高尾����番地�高西幼稚園

�・�歳児����-����正田��番地正田幼稚園

�・�歳児����-����唐松����番地唐松幼稚園

�・�歳児����-����石蟹���番地�明新幼稚園

�・�歳児����-����井倉���番地�井倉幼稚園

�・�歳児����-����草間����番地�草間台幼稚園

�・�歳児����-����上熊谷����番地�熊谷幼稚園

�・�歳児����-����菅生����番地�菅生幼稚園

�・�歳児����-����哲多町本郷���番地��本郷幼稚園

�歳～�歳児����-����上市���番地上市認定こども園（短時間保育）

�歳～�歳児����-����大佐永富���番地大佐認定こども園（短時間保育）

�歳～�歳児����-����神郷下神代����番地神代認定こども園（短時間保育）

�歳～�歳児����-����哲西町矢田����番地哲西認定こども園（短時間保育）

＜預かり保育について＞
　 新見幼稚園、正田幼稚園、草間台幼稚園、本郷幼稚園および各認定こども園では、子育て支援
として、教育時間終了後、預かり保育を実施しています。（新見幼稚園は、 ４・５ 歳児のみ）
　※家庭の事情により一時的に保育が必要な場合のみが対象です。
　※正田幼稚園・草間台幼稚園は長期休業中は実施しません。

＜預かり保育負担金＞
　１回 ５００円

正田幼稚園の様子
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市
長
室

だ
よ
り

　

現
在
、
政
府
に
お
い
て
は
、

国
の
出
先
機
関
事
務
の
地
方
へ

の
移
管
や
、
社
会
保
障
・
税
共

通
番
号
制
度
な
ど
の
導
入
や
改

正
な
ど
に
つ
い
て
会
議
を
重
ね

て
お
り
、
私
も
全
国
市
長
会
の

代
表
と
し
て
た
び
た
び
出
席
し
、

要
望
や
意
見
を
述
べ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
全
国
市

長
会
な
ど
の
反
対
意
見
や
要
望

に
対
し
て
も
耳
を
傾
け
る
こ
と

な
く
、
国
が
一
方
的
に
施
策
を

決
定
し
、
地
方
に
押
し
つ
け
る

こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
�
月
の
「
子
ど

も
手
当
」
支
給
変
更
の
際
に
は
、

「
事
務
の
返
上
も
辞
さ
な
い
」
と

の
強
い
決
意
で
全
国
の
首
長
が

一
致
団
結
し
、
国
に
強
く
申
し

入
れ
を
し
た
結
果
、
市
町
村
が

以
前
か
ら
要
望
し
て
い
た
給
食

費
や
保
育
料
の
滞
納
分
な
ど
を

手
当
か
ら
天
引
き
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
不
公
平
感
の
解
消
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
に
な
っ
て

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
が
法

制
化
さ
れ
、
国
と
地
方
が
対
等

の
立
場
で
協
議
す
る
仕
組
み
が

で
き
た
こ
と
は
大
変
画
期
的
な

こ
と
で
あ
り
、
今
後
は
基
礎
自

治
体
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ

た
制
度
設
計
が
な
さ
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
一
部
の
自
治
体
に
お

い
て
首
長
に
よ
る
権
利
の
乱
用

や
、
そ
れ
に
伴
う
混
乱
、
議
会

と
の
対
立
な
ど
が
発
生
し
た
こ

と
か
ら
、
議
会
の
解
散
や
首
長

の
解
職
請
求
に
お
け
る
署
名
要

件
の
緩
和
や
地
方
税
の
賦
課
徴

収
な
ど
を
直
接
請
求
の
対
象
と

す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
政
府

主
催
の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
私

も
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
大
学
教
授
な
ど
の

専
門
家
や
地
方
団
体
の
代
表
が

出
席
さ
れ
て
お
り
、「
地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
国
民
の

権
利
が
拡
充
し
住
民
自
治
が
進

む
」
と
の
考
え
方
が
大
半
で
し

た
が
、
私
は
実
際
に
現
場
を
預

か
る
立
場
と
し
て
、
そ
の
こ
と

に
よ
り
行
政
が
停
滞
し
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
迷
惑
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
制
度

を
改
正
す
る
際
に
は
十
分
な
検

討
や
検
証
が
必
要
で
あ
る
」
と
、

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
地
方
の
こ
と

は
地
方
で
決
め
て
、
地
方
が
や

る
」
た
め
に
、
私
は
住
民
に
最

も
身
近
な
基
礎
自
治
体
の
立
場

で
意
見
要
望
を
国
に
伝
え
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
暮
ら

し
や
す
い
制
度
や
仕
組
み
が
実

現
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

��������	
�������������
���������

　この賞は、農林漁業を基盤とした豊かな地域社会づくりや、
農林漁業の振興を核とした生活・文化などを含む幅広い地域活
動を展開する団体を対象とするもので、このたび、草間地区が
受賞されました。
　草間地区の、「草間自然休養村」、「草間地域づくり推進委員会」
などの組織を立ち上げ、「観光農業」を目指した一体的な活動が
評価され贈られたものです。

豊かな村づくり表彰（農林水産大臣表彰）

左から、 数  原  護 さん、 上  杉  和  雄 さん、 杉  秀  樹 さん
かず はら まもる うえ すぎ かず お すぎ ひで き
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������
総務省が実施する国勢調査などの統計調査における功績が称えられ、池田勝浩さ
ん（千屋実）、宮本昌士さん（上市）が指導員として、中島元幸さん（高尾）、細
川積さん（草間）、西本勇さん（法曽）、戸村敏夫さん（高尾）が調査員として総
務大臣表彰を受賞されました。

�����������   さん
いけ だ かつ ひろ

（千屋実）

�����������   さん
みや もと まさ し

（上市）

�����������   さん
なか しま もと ゆき

（高尾）

��������   さん
ほそ かわ つもり

（草間）

��������   さん
にし もと いさみ

（法曽）

�����������   さん
と むら とし お

（高尾）

　長尾さんは、昭和��年市
消防団西部分団に入団。以
後、班長、部長、本部分団
長などを歴任されました。
　平成��年�月の退団まで
の��年間余りの長きにわた
り、後進の消防操法の技術
向上に努めるなど、消防防
災活動にご尽力されました。�����������   さん

なが お かつ み

（足立）

　宮地さんは、昭和��年市
消防団南部分団に入団。以
降、班長、部長、本部分団
長などを歴任されました。
　平成��年�月の退団まで
の��年間余りの長きにわた
り、消火活動や住民を対象
とした防災訓練を行うなど
地域の防災意識の向上にご
尽力されました。

�����������   さん
みや じ のり はる

（唐松）

��������

地方教育行政功労者表彰（文部科学大臣表彰）

���������	��
�������������������
ふじ の こう きち

��������	
��������������

　藤野さんは、平成��年�月に新見市教育委員会教育長に就任し、在職
�年間に、教育水準の向上を目指して、小中学校の統廃合を積極的に進
めるとともに、ラストワンマイル事業を基盤とした新見市ＩＣＴ活用教
育推進事業を行うなど教育環境の充実に尽力されました。また、大規模
災害時に避難場所や救援基地となる新見市防災公園の建設に伴い、陸上
競技場とサッカー場の整備に尽力され、市民の生涯スポーツ推進に多大
な貢献をされました。



��市報にいみ 第８１号
������������

議会�
レポ ー ト �
特別委員会
行政視察報告

��月に開催した特別委員

会と行政視察の主な内容を

紹介します。

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成　

年
��

　

月
�
日
登
録
の
選
挙
人
名
簿
お
よ
び

��在
外
選
挙
人
名
簿
を
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
し
ま
す
。

　

こ
の
縦
覧
は
、
選
挙
人
の
異
議
申
し

出
の
機
会
を
保
障
す
る
た
め
の
も
の
で
、

登
録
漏
れ
や
無
資
格
者
の
登
録
、
記
載

事
項
の
誤
り
と
い
っ
た
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

■
縦
覧
期
間

　
　

月
�
日
�
〜
�
日
�

��

　

毎
日　

�
時　

分
〜　

時

��

��

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

が
行
わ
れ
ま
す

■
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

に
向
け
て
、
議
員
定
数
や
議
員
報
酬
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
新
た
な
人

に
立
候
補
を
考
え
て
も
ら
う
時
間
も
必

要
で
あ
る
た
め
、
選
挙
の
�
年
前
と
な

る
平
成　

年
�
月
を
目
途
に
結
論
を
出

��

す
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
議
員
定
数
な
ど
に
つ
い
て

は
、
議
員
活
動
の
あ
り
方
、
議
員
の
役

割
、
そ
し
て
、
市
民
の
声
を
し
っ
か
り

と
把
握
し
た
う
え
で
、
検
討
す
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
意
見
が
大
半
で
あ
り
、

ま
ず
、
議
会
報
告
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
に
よ
り
市
民
の
声
を
聴
取
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

�
総
務
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、　

月
�
日

��

か
ら
�
日
ま
で
の
�
日
間
、
長
崎
県
島

原
市
、
同
県
大
村
市
、
佐
賀
県
武
雄
市

を
訪
問
し
、
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

島
原
市
で
は
、
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火

を
背
景
に
、
惨
事
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

市
の
全
町
内
会
に
自
主
防
災
組
織
が
設

立
さ
れ
、
消
防
学
校
の
自
主
防
災
課
程

に
入
校
す
る
な
ど
、
市
民
自
ら
が
防
災

対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

大
村
市
で
は
、
昭
和　

年
代
か
ら　

��

��

年
代
に
か
け
て
多
く
の
公
共
施
設
が
整

備
さ
れ
、
現
在
こ
れ
ら
の
施
設
は
老
朽

化
し
、
施
設
の
更
新
の
時
期
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、今
後
の
施
設
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
施
設
の
管
理

水
準
を
一
定
に
維
持
し
、
計
画
的
な
整

備
・
維
持
管
理
・
大
規
模
改
修
な
ど
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の
長
寿
命
化

と
コ
ス
ト
縮
減
を
実
現
す
る
た
め
の
資

産
管
理
手
法
「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

武
雄
市
で
は
、
積
極
的
に
電
子
自
治

体
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
瞬
時

に
世
界
中
に
情
報
が
駆
け
め
ぐ
る
即
時

性
と
拡
散
性
を
特
長
と
す
る
ツ
イ
ッ
タ

ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
取
り
入
れ
、
ま
た
、
電
子
図
書
館
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
自

治
体
ク
ラ
ウ
ド
実
証
実
験
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
導
入
な
ど
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

�
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
で
は
、　

月
��

　

日
か
ら　

日
ま
で
の
�
日
間
、
東
京

��

��

都
稲
城
市
、
同
都
新
宿
区
勤
労
者
仕
事

支
援
セ
ン
タ
ー
、
千
葉
県
鴨
川
市
、
同

市
亀
田
総
合
病
院
を
訪
問
し
、
行
政
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　

稲
城
市
で
は
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
に
よ
る
高
齢
者
自
立
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
市
立
中
央
図
書
館
で
は
、

　

市
議
会
で
は
、
地
方
分
権
が
進
み
地

方
自
治
体
の
自
主
性
や
独
自
性
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
、
市
民
の
視
点
に
立
っ

て
本
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
希
求
し
、
本

市
の
未
来
を
、
市
民
の
た
め
に
、
市
民

と
と
も
に
築
い
て
い
く
た
め
、
議
会
基

本
条
例
を
制
定
し
、
議
会
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
中

で
、
今
日
の
本
市
議
会
を
取
り
巻
く
社

会
経
済
情
勢
や
市
民
の
意
見
、
さ
ら
に

は
議
会
が
担
う
役
割
な
ど
を
鑑
み
、
本

市
議
会
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
議
員
定

数
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
行
う

た
め
、
議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会

を
�
月　

日
に
設
置
し
、　

月　

日
に

��

��

��

第
�
回
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

■
審
査
事
項

　

平
成　

年
�
月
の
市
議
会
議
員
選
挙

��

�
議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会

（

月

日
開
催
）

��

��

�
常
任
委
員
会
行
政
視
察
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市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す

る
た
め
、
資
源
ご
み
を
自
主
的
に
回
収

す
る
団
体
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
子
供
会
・
町
内

会
な
ど
）
に
対
し
、
助
成
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

普
段
、
資
源
ご
み
と
し
て
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て
い
る
も
の
を
地
域

の
団
体
な
ど
で
回
収
し
、
業
者
へ
引
き

取
っ
て
も
ら
っ
た
場
合
、
�
�
あ
た
り

�
円
の
報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
に
参
加
さ
れ
る
場

合
は
、「
ご
み
減
量
化
協
力
団
体
」
と
し

て
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

資
源
ご
み
回
収
に

報
奨
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

み
な
さ
ん
の
地
域
で
も

資
源
ご
み
回
収
を
始
め
ま
せ
ん
か
！

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
（
公
共
施
設
の
建
設
、

維
持
管
理
、
運
営
な
ど
を
民
間
の
資
金

で
経
営
能
力
と
技
術
能
力
を
活
用
し
て

行
う
手
法
）
に
よ
る
管
理
運
営
の
メ
リ

ッ
ト
に
つ
い
て
、
学
び
ま
し
た
。

　

新
宿
区
勤
労
者
仕
事
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
旧
中
学
校
跡
地
を
活
用
し
て
、

高
齢
者
福
祉
施
設
、
こ
ど
も
総
合
セ
ン

タ
ー
（
子
ど
も
家
庭
支
援
・
発
達
支
援
・

学
童
ク
ラ
ブ
・
障
害
児
タ
イ
ム
ケ
ア
な

ど
）、
仕
事
棟
「
新
宿
こ
こ
・
か
ら
広

場
」、
多
目
的
運
動
広
場
、
農
業
体
験
の

場
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
障
が
い
者
な
ど
の
就

労
支
援
に
つ
い
て
は
、「
働
き
た
い
」、

「
社
会
に
貢
献
し
た
い
」と
い
う
思
い
を

か
な
え
、
働
き
続
け
る
こ
と
を
応
援
し

て
い
ま
す
。
軽
作
業
な
ど
の
共
同
受
注

や
自
主
製
品
（
パ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
な
ど
）

の
販
路
拡
大
に
よ
り
、
福
祉
施
設
利
用

者
の
工
賃
ア
ッ
プ
や
、
障
が
い
の
あ
る

人
な
ど
が
、
も
っ
と
働
く
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
、
就
労
支
援

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

鴨
川
市
、
亀
田
総
合
病
院
で
は
、
保

健
・
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し

て
、
国
の
実
証
事
業
に
よ
る
社
会
保
障

カ
ー
ド
の
導
入
（
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
）
と
医
療
機
関
と
の
電
子
カ
ル
テ

の
導
入
に
伴
う
共
有
化
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

�
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、　

月
��

　

日
か
ら　

日
ま
で
の
�
日
間
、
佐
賀

��

��

県
武
雄
市
、
福
岡
県
大
木
町
、
大
分
県

日
田
市
を
訪
問
し
、
行
政
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

武
雄
市
で
は
、
い
の
し
し
な
ど
の
鳥

獣
被
害
対
策
と
商
品
開
発
を
包
括
的
に

取
り
組
む
た
め
、
ユ
ニ
ー
ク
な
「
い
の

し
し
課
」
を
設
置
さ
れ
、
駆
除
は
も
と

よ
り
、
い
の
し
し
肉
の
特
産
品
化
に
よ

り
、
マ
イ
ナ
ス
の
財
産
と
捉
え
ら
れ
て

き
た
い
の
し
し
を
、
価
値
あ
る
プ
ラ
ス

の
財
産
に
変
え
る
施
策
を
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

大
木
町
で
は
、
太
陽
光
や
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に

早
期
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
平
成

　

年
か
ら
稼
働
し
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス

��セ
ン
タ
ー
（
メ
タ
ン
発
酵
発
電
施
設
）

で
は
、
町
内
の
生
ゴ
ミ
・
し
尿
・
浄
化

槽
汚
泥
か
ら
バ
イ
オ
ガ
ス
を
発
生
さ
せ

て
発
電
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同

時
に
で
き
る
消
化
液
は
有
機
液
肥
と
し

て
田
畑
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
貴
重

な
資
源
で
あ
る
ゴ
ミ
の
再
資
源
化
を
進

め
、
無
駄
の
な
い
循
環
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
田
市
で
は
、
古
く
か
ら
「
水
郷
ひ

た
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
豊
富
な
水
資
源

を
有
効
活
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
を
図
る
目
的
で
小
水
力
発
電
事
業

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
タ

ン
発
酵
発
電
施
設
で
は
、
生
ゴ
ミ
・
家

畜
ふ
ん
尿
・
農
業
集
落
排
水
汚
泥
な
ど

か
ら
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
を
行
い
、
同
時

に
で
き
る
有
機
肥
料
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
他
に
も
太
陽
光
、
風
力
な
ど
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局
（
�
�
６
１
５
１
）

議員定数等検討特別委員会の様子
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予定人数受験資格 試験区分

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する
人、または平成��年�月末日までに卒業見込みの人

事　務　職

若干名

�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する
人、または平成��年�月末日までに卒業見込みの人

�身体障害者福祉法第��条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
�活字印刷文による出題、口頭による面接に対応できる人
�自力で通勤でき、かつ介護者なしで職務の遂行が可能な人

事　務　職
(身体に障がいの
 ある人)

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有し、
保育士かつ幼稚園教諭の資格を有している人、または平成��年�月末日ま
でに取得見込みの人

保育士・
幼稚園教諭
（兼事務職）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校、専門学校または大学に
おいて土木（農業土木を含む）系学科を履修し卒業した人、または平成��
年�月末日までに卒業見込みの人

土木技術職
（兼事務職）

若干名

�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する
人、または平成��年�月末日までに卒業見込みの人

�採用後は新見市に居住し、市内全域に通勤が可能な人
�身体強健で、運動機能などに障がいがなく、次の条件により消防職員とし
ての適格性を認められる人  
　①身　長　男性　����以上、女性　����以上
　②体　重　身長に比べ適当であること
　③握　力　男性　両手とも��kg以上、女性　両手とも���以上
　④肺活量　男性　�,����以上、女性　�,����以上
　⑤視　力　矯正視力を含む両眼で�.�以上かつ一眼でそれぞれ�.�以上の視力
　　　　　で赤色、青色および黄色の色彩の識別ができること
　⑥聴　力　正常で言語明瞭であること
�普通自動車（マニュアル車）以上の運転免許所有者（取得見込者を含む）
※採用後�年以内に中型免許を取得のこと。
※なお、ヘルニアおよび腰痛の既往症のある人は、消防職務遂行上支障とな
り、医師の診断を受けていただきますので必ず申し出ること。

消　防　職

※上記にかかわらず、次のいずれかに該当する人は、受験できません。
　�日本国籍を有しない人 
　�地方公務員法第��条に規定する欠格条項に該当する人 
　　・成年被後見人または被保佐人
　　・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの人 など

■電子申請および受験申込書などの入手方法
　①電子申請、またはホームページから出力される場合／市ホームページ（http://www.city.niimi.okayama.jp）
から、電子申請で直接申し込むことができます。申込書を打ち出して郵送または直接申し込む場合は、
様式をダウンロードしたのちＡ４用紙にプリントアウトしてご使用ください。
　②直接取りに来られる場合／総務課人事係および各支局で交付します。
　③郵便により請求される場合／おもてに「受験申込書等請求」と朱書きした封筒に、試験区分がわかる
送付文（任意様式）と、宛て先を明記して９０円切手を貼った返信用封筒（長形３号）を必ず同封して下記
の申込先へ請求してください。

申し込み・問い合わせ先 � 総務課人事係　〒���-���� 新見市新見���番地�（������）

�������
市では、来春採用予定の職員採用候補者試験を次のとおり実施します。

■試験日および会場
　平成��年�月��日�　新見市総合福祉センター、山村開発センター（消防職体力検査：新見市民体育館）

■受付期間
　��月�日�～��月��日�（当日必着）　ただし、土曜・日曜日は電子申請以外の受付ができません。

■試験区分、受験資格、人数                       
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の
直
接
持
ち
込
み
は
、
年
末
は

　

月　

日
�
ま
で
、
年
始
は
�

��

��

月
�
日
�
か
ら
、
祝
祭
日
を
除

く
月
・
水
・
金
曜
日
に
受
け
入

れ
ま
す
。（
�
�
�
�
�
�
）

　

受
入
れ
の
時
間
は
、
そ
れ
ぞ

れ
�
時
か
ら　

時
の
間
で
す
。

��

 
し
尿
の
収
集

�
新
見
・
神
郷
・
哲
多
・
哲
西

の
各
支
局
管
内

　

年
末
は
、　

月　

日
�
ま
で

��

��

収
集
業
務
を
行
い
ま
す
。
た
だ

し
、
ご
み
収
集
日
程
表
の
下
欄

に
あ
る
申
込
期
限
ま
で
に
申
し

込
ま
れ
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

　

年
始
は
、
�
月
�
日
�
か
ら

行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
新
見
環

境
�（
�
�
�
�
�
�
）へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
大
佐
支
局
管
内（
川
筋
を
除
く
）

　

し
尿
収
集
は
、
計
画
収
集
に

よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。
急
に
収

集
が
必
要
な
場
合
は
、　

月　
��

��

日
�
ま
で
に
�
十
字
屋（
�
�

�
�
�
�
�
�
�
）へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 

市
営
斎
場「
明
月
苑
」　
 

 
の
利
用

　

市
営
斎
場
は
、
�
月
�
日
�
、

�
日
�
は
休
み
と
な
り
ま
す
。

 

水
道
管
の
故
障

　

水
道
管
の
故
障
に
つ
い
て
は
、

上
水
道
課（
�
�
�
�
�
�
）ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

市
営
バ
ス
の
運
行

　

大
佐
・
神
郷
・
哲
多
・
哲
西

の
各
支
局
管
内
の
市
営
バ
ス
は
、

　

月　

日
�
か
ら
�
月
�
日
�

��

��

ま
で
運
休
と
な
り
ま
す
。

年 
末
年
始  
市
役
所
の 
業
務

 

可
燃
ご
み
の
収
集

　

年
末
の
収
集
は　

月　

日
�

��

��

ま
で
、
年
始
の
収
集
は
�
月
�

日
�
か
ら
、
通
常
ど
お
り
地
域

ご
と
に
決
め
ら
れ
た
曜
日
に
行

い
ま
す
。

　

な
お
、
年
末
年
始
の
収
集
は
、

ご
み
の
量
の
増
加
に
よ
り
収
集

時
間
が
遅
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

ご
み
の
直
接
持
ち
込
み

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼

却
施
設
）
へ
の
可
燃
ご
み
の
直
接

持
ち
込
み
は
、年
末
は　

月　

日

��

��

�
ま
で
、
年
始
は
�
月
�
日
�
か

ら
、土
・
日
曜
日
を
除
き
受
け
入

れ
ま
す
。（
�
�
�
�
�
�
）

　

処
理
セ
ン
タ
ー（
最
終
処
分

場
）へ
の
埋
立
ご
み
・
粗
大
ご
み

　

市
役
所
は
、　

月　

日
�
か
ら
�
月
�
日
�
ま
で
休
み
と
な
り
、
こ
の
期
間
の
業
務
に
つ

��

��

い
て
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
期
間
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
本
庁
の
宿
直
・
日
直
（
�
�
�
�
�
�
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

 

戸
籍
の
届
け
出

　

出
生
や
死
亡
な
ど
の
戸
籍
の
届
け

出
は
、市
役
所
本
庁
の
宿
直
・
日
直
で

受
け
付
け
ま
す
。な
お
、転
入
・
転
出

な
ど
住
民
異
動
の
届
け
出
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

住
民
票
な
ど
の
交
付

【
交
付
窓
口
】

市
役
所
本
庁　

宿
直
・
日
直
（
�
�
�
�
�
）

【
交
付
時
間
】
�
時　

分
〜　

時

��

��

【
取
扱
事
務
】
住
民
票
、
住
民
票
記
載

事
項
証
明
書
、
印
鑑
登
録
証
明
書

の
申
請
受
付
お
よ
び
交
付

【
持
参
す
る
物
】

�
写
真
付
き
公
的
身
分
証
明
書
（
運

転
免
許
証
、
写
真
付
き
住
基
カ
ー

ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
）

�
認
め
印

�
手
数
料

�
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
（
印
鑑
登
録
証

明
書
が
必
要
な
人
の
み
必
須
）

★
写
真
付
き
公
的
身
分
証
明
書
に
よ

り
本
人
確
認
が
で
き
る
人
の
み
ご

利
用
で
き
ま
す
。

【
申
請
お
よ
び
受
取
人
】

　

本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
の
み

宿直室はこちらです
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
へ

受診するときの注意点
�原因を正しく伝えましょう。
�医療機関との重複受診はしないようにしましょう。
�｢療養費支給申請書｣の内容を確認し、必ず自分で署名・捺印しましょう。
�施術が長引く場合は医師の診断を受けましょう。
※整骨院や接骨院から市へ提出される療養費の請求の中には、健康保険の対象とならないも
のなどが含まれている場合があります。受診内容の確認のため、電話や文書などで問い合わ
せをさせていただくことがありますので、ご協力をお願いします。

■問い合わせ先　市民課国保年金係（��６１２３）

柔道整復師の施術を受けるとき、健康保険が
  「使える場合」 と 「使えない場合」 があります ！

※｢健康保険が使える｣と説明を受けて受診されても、保険の適用が認められなければ、治療費を
全額もしくは一部自己負担していただく場合があります。

新番組■「市長室からこんにちは」　※��月��日から放送　《毎日》 �：��・��：��・��：��
新番組■「わが家の防火・防災　火災編」　※��月��日から放送　《毎日》 ��：��・��：��・��：��
新番組■「メリッサの英語で言うてみんせぇ」　《毎日》 ��：��・��：��・��：��
新番組■「下水道で快適な生活を」　《毎日》 ��：��・��：��・��：��
■「安全・安心な水道水ができるまで」 《毎日》　��：��・��：��・��：��
■消費者被害に遭わないために「だまされないぞ！悪質商法」　《毎日》 �：��・��：��・��：��
■いざという時のために「子供の事故防止と緊急時の応急手当」　《毎日》 �：��・��：��・��：��
■「にいみにっこりクッキング」～今日から実践！糖尿病予防～　《毎日》 ��：��・��：��・��：��
■新見市教育委員会主催「絵画教室」　《毎日》 �：��・��：��・��：��
■元気になろう「新見ロコモ体操」　《毎日》 �：��・�：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��
■郷土の偉人・太田辰五郎とは？「千屋牛物語」　《毎日》 ��：��
再放送■「みんなで始めようニュースポーツ」　～ふらばーるバレー編～　《毎日》 �：��・��：��
※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。　■問い合わせ先　企画政策課広報係（������）

行政チャン ネル番組表 ������

ご寄贈ありがとうございました。

 このほどアートトラック愛好会　常勝丸船団（真壁宣広

会長）から、液晶テレビとラジカセ�台をご寄贈いただ

き、障害者福祉施設の「ほほえみ広場にいみ」で有効に

活用させていただいております。

○ 　×
健康保険が使えない場合健康保険が使える場合

�日常生活による単なる肩こり、腰痛など
�慰安目的の施術
�スポーツなどによる筋肉疲労、筋肉痛
�症状の改善がみられない長期の施術（漫然とした施術）
�同じ病状について保険医療機関（病院、診療所など）で治療
中の場合

�打撲
�捻挫
�脱臼、骨折
　（※医師の同意書が必要）
�挫傷（肉離れなど）
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回
目
を
迎
え
る
今
年
の

��
人
権
週
間
で
は
、
強
調
事
項

と
し
て
、

�
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

�
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

�
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心

を
育
て
よ
う

�
障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参

加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

�
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

�
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る

理
解
を
深
め
よ
う

�
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し

よ
う

�
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
な
ど
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う

�
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

�
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族

の
人
権
に
配
慮
し
よ
う

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用

し
た
人
権
侵
害
を
や
め
よ

う

�
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う

�
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

�
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
を
な
く
そ
う

�
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識

を
深
め
よ
う

�
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な

人
生
を
送
る
う
え
で
、
最
も

大
切
な
権
利
で
す
。 

こ
れ
を

機
会
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
、
自
分
の
権
利
ば
か
り

を
主
張
す
る
こ
と
な
く
、
お

互
い
の
人
権
に
つ
い
て
考
え
、

明
る
い
豊
か
な
社
会
を
つ
く

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
問
題
な
ど
で
お
困
り

の
人
は
、
岡
山
地
方
法
務
局

高
梁
支
局
（
�
�
�
�
�
―

　

―
�
�
�
�
）
ま
た
は
お

��近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

　

「
障
害
者
週
間
」は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
福
祉
に
つ
い

て
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る
人

が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に

積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

障
害
者
基
本
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

こ
の
機
会
に
、

障
が
い
の
あ
る
人
が
自
立
し
、
社
会
参
加
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
何
が
必
要
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

市
内
の
福
祉
施
設
・
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
新
見
市
障

害
者
自
立
支
援
協
議
会
で
は
、
期
間
中
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
す
る
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

■問い合わせ先　福祉課障害者福祉係（������）

■問い合わせ先　総務課総務係（������）

み
ん
な 
で
築
こ
う

�
��
��
�
��
�

〜
考
え
よ
う  
相
手
の
気
持
ち

　
　
　

育
て
よ
う  
思
い
や
り
の
心
〜

�

月
�
日
〜�

月�

日
は 
第�

回
人
権
週
間

��

��

��

��

　

国
連
は
、
昭
和　

年
の
「
世
界
人
権
宣
言
」
採
択
を
記
念
し

��

て
、　

月　

日
を「
人
権
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。

��

��

　

わ
が
国
で
は
、　

月
�
日
か
ら
、
こ
の
人
権
デ
ー
ま
で
の
一

��

週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
、
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴

え
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
呼
び
か
け
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

  
こ
の
巡
回
更
生
相
談
は
、
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
に

対
し
て
、
専
門
の
医
師
が
診
察
を
行
い
、
補
装
具
交
付
の

判
定
・
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
相
談
内
容　

　

車
い
す
、
補
聴
器
な
ど
の
補
装
具
の
相
談
、
交
付
申
請

■
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時　

分
ま
で
受
付

��

��

��

��

��

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
金
谷
）

■
対
象　

肢
体
（
手
・
足
）
障
が
い
・
聴
覚
障
が
い
の
ど

ち
ら
か
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

■
持
参
す
る
も
の

　

①
身
体
障
害
者
手
帳　

②
印
鑑

身
体
障
害
者
巡
回
更
生

相
談
を
実
施
し
ま
す

　

月
�
日
�
〜　

月
�
日
�
は

��

��

障
害
者
週
間
で
す
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電話番号所在地会社名地区
��-����新見���-��三備電業社

新見

��-����新見����宗宏工業�
��-����新見���片岡工業�
��-����新見���-��三和設備
��-����新見���-�杉岡建設�
��-����新見����-��黒田設備建材店
��-����新見���-�丸山建設�
��-����新見����-��平松住宅設備
��-����高尾����-��梶谷鉄工�

高尾

��-����高尾����-�山一工業�
��-����高尾����-���中電工新見営業所
��-����高尾����-��トミヤ電気設備
��-����高尾����-�新輝電業
��-����高尾����-�妹尾工務店
��-����高尾���-��伯備建設�
��-����高尾���-�新見ガス�
��-����高尾����-�西村工業�
��-����高尾���竜本電気工業所
��-����高尾����-���ながお屋
��-����高尾���-��榎工業所
��-����正田���-�白川土木�

正田 ��-����正田���東亜電工�
��-����正田���-��にいみ住設
��-����上市���-��新見メンテック

上市
��-����上市���-�新栄設備
��-����上市����-��佐々木組
��-����上市��-��テクノ・システムサービス
��-����西方����-��べんりや

西方
��-����西方����宮本工業�
��-����金谷����-�岡本商事�

金谷
��-����金谷�����新菱電機
��-����上熊谷�����杉本工業熊谷
��-����石蟹���橋本管工事石蟹
��-����唐松����-�中村建設工業�唐松
��-����井倉���熊野建設�井倉
��-����足見��大塚産業�足見
��-����草間����山一電気工事草間
��-����千屋実����-�田枝建設�千屋
��-����大佐田治部����-��豊田

大佐

��-����大佐小阪部����-��ダイキ商工
��-����大佐小阪部�����鉄屋
��-����大佐永富����-�後藤設備
��-����大佐田治部����フジオカ
��-����大佐小阪部����児玉電気工事店
��-����大佐田治部����-��山田産業
��-����大佐田治部����池本設備
��-����大佐布瀬����-��原田組
��-����大佐小阪部����-��安達建設
��-����神郷高瀬�����たかせ建設

神郷 ��-����神郷下神代�����上田建設
��-����神郷下神代����神郷建設�
��-����哲多町老栄�����ガスサービス善

哲多

��-����哲多町花木�����マル石設備
��-����哲多町本郷���-�広兼電機�
��-����哲多町矢戸���-�藤井鉄工所
��-����哲多町本郷���－��上山住建
��-����哲多町矢戸���奥田建設�
��-����哲西町上神代���-��酒木工務店

哲西

��-����哲西町大竹��-���あしん設備
��-����哲西町矢田����-�吉原建材�
�����-�-����哲西町矢田����-�広島ガス住設�哲西営業所
��-����哲西町畑木���-�スミカワ設備
��-����哲西町矢田����-��ヤスダ工業
��-����哲西町上神代����-�川原建設�
��-����哲西町矢田����山口設備

　

日
毎
に
寒
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
水
道
管
の
凍
結

事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
、
特
に
屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水
道
管
（
給

水
管
や
蛇
口
）
は
凍
結
し
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
保
温
材
で
覆
う

な
ど
し
て
、
凍
結
防
止
対
策
を
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

凍
結
に
よ
り
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
最
初
に
止
水
栓
を
廻
し
て
水

を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
故
障
の
内
容
を
確
認
し
、
市
が
指
定
す

る
水
道
工
事
事
業
者
へ
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。修
理
代
は
、水
道
メ

ー
タ
ー
よ
り
家
庭
側
は
利
用
者
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
水
道
メ

ー
タ
ー
か
ら
本
管
側
の
故
障
に
つ
い
て
は
上
水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
集
会
所
や
空
き
家
な
ど
、
ふ
だ
ん
利
用
す
る
機
会
の
少
な
い
建

物
は
漏
水
し
て
い
て
も
気
づ
か
ず
多
量
の
水
を
無
駄
に
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
建
物
に
つ
い
て
も
定
期
的
に
確
認
し
、
元
栓

を
閉
め
る
な
ど
漏
水
対
策
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
水
道
課
お
よ
び
各
支
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

新見市指定給水装置工事事業者一覧表

水
道
の

冬
支
度
は

お 
早 
め
に 

■問い合わせ先
　上水道課（������）  
　大佐支局（������）  
　神郷支局（������）  
　哲多支局（������）  
　哲西支局（������）

※市内業者のみ掲載しています



　県や市では、積雪の多い市北部を中心に国・県

道および市道の除雪を行い、冬季間の生活道路を

確保しています。

　「少しでも早く除雪を!」と努力しておりますが、

積雪量や道路幅によっては、作業が遅れることが

ありますので、ご理解をお願いします。

■除雪作業時間
　積雪状況によっては、作業開始が真夜中や早朝

になる場合があります。

　お休みの時間帯にご迷惑をおかけすることもあ

りますが、道路交通の確保と安全のため、ご理解

とご協力をお願いします。

■路上駐車は除雪の大敵
　路上駐車など、障害物があると、除雪ができま

せん。

　道路上で除雪の支障となるおそれのある物は取

り除いてください。

■自宅周辺はみなさんの手で
　自宅周辺や身近なところは、みなさんの手で除

雪をお願いします。

　高齢者だけの世帯などで除雪が困難な場合は、

隣近所で助け合い、生活道路を確保しましょう。

　除雪の際、道路の端や歩道に雪が盛り上がって

しまうことがあります。除去にご協力ください。

　また、頻繁に凍結が発生する箇所には凍結防止

剤を置いていますので、必要に応じてご使用くだ

さい。

　みなさんのご協力をお願いします。

■問い合わせ先

　【備中県民局建設部】

　新見地域建設課（������）

　【新見市役所】

　建設課維持管理係（������）

　大佐支局（������）   神郷支局（������）

　哲多支局（������）　哲西支局（������）

これからの季節
除雪作業 に ご協力を

平 成２４年�

平成２３年１２月１日発行（市報にいみ８１号付録）�



　平成��年�月�日現在で、償却資産（土地、
家屋以外で事業のために使用することのでき
る資産）を所有している法人または個人は、
�月��日�までにその資産が所在する市町
村へ申告していただく必要があります。

申告の必要な資産

◆建物およびその付属設備

　冷暖房設備、照明設備、通風設備、昇降機、そ
の他建物に付属する設備（ただし、家屋の
課税対象となるものは除く）

◆構造物

　橋梁、軌道、貯水池、坑道、汚水処理槽、
煙突、舗装、看板、その他土地に定着する
設備または工作物など

◆機械および装置

　工作機械、冷暖房機械装置、その他物品の
製造加工に使用する機械装置など

◆車両および運搬具

　トロッコ、貨車、ブルドーザーなどの特殊
自動車（ただし、自動車税・軽自動車税の
課税対象となるものは除く）

◆工具、器具および備品

　ドリル、カッター、万力、医療器具、金庫、
ロッカー、机など

　市外へ移転、事業の廃止などにより、申告
に該当する資産がない場合も申告書を提出し
てください。

　また、申告書は��月中旬までに送付する予
定ですが、�月になっても申告書が届かない
場合はご連絡ください。

■問い合わせ先
　税務課資産税係（������）

平 成２４年�

平成２３年１２月１日発行（市報にいみ８１号付録）�

インターネットを利用した電子申告がで

きます。詳しくは市のホームページなど

でご確認ください。

電子申告（エルタックス）

�月��日�までに済ませましょう

償却資産の申告
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■
現
在
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、「
新
見

市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
」
を　

月
中
に
地
区
総

��

代
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

　

登
録
し
て
い
な
い
世
帯
は
申
請

用
紙
が
配
布
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
該

当
す
る
場
合
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、

各
支
局
ま
た
は
市
民
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
記
入
し

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
地
区
総
代
の
み
な
さ
ん
へ

　

�
月
の
市
報
と
同
時
に
申
請
用
紙
の
配

布
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
請
書
は
、
平
成

　

年
�
月　

日
�
ま
で
に
農
業
委
員
会
事

��

��

務
局
、
各
支
局
ま
た
は
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎

年
�
月
�
日
現
在
で
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調

整
し
ま
す
。
申
請
に
よ
り
名
簿

に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
該
当
の
人
は
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
要
件

は
、
次
の
各
号
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人
で
す
。

�
平
成　

年
�
月
�
日
現
在
、

��

市
内
に
住
所
が
あ
る
人

�
満　

歳
以
上
の
人

��

　

（
平
成
�
年
�
月
�
日
以
前

に
出
生
し
た
人
）

�　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を

��耕
作
す
る
農
業
経
営
者
お

よ
び
同
居
の
親
族
ま
た
は

配
偶
者
で
、
平
成　

年
�
月

��

�
日
現
在
、
農
耕
に
従
事
し

て
い
る
人

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

○
作
文
の
部

一
般
財
団
法
人
大
蔵
財
務
協
会

理
事
長
賞

　

タ
イ
ト
ル「
税
金
の
必
要
性
」

○
習
字
の
部

岡
山
県
知
事
賞

　

作
品
名「
納
税
は
期
限
内
」

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�

　

税
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
並
び
に
国
税
庁
な
ど
に
よ

る
「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作

文
お
よ
び
習
字
」
の
募
集
が
行

わ
れ
、
市
内
か
ら
も
多
数
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

作
文
の
部
で
は
、 

田  
原  
早  
央 

た 

ば
ら 

さ 

お

 
莉 
さ
ん
（
新
見
第
一
中
学
校
�

り年
）
の
作
品
が
全
国
で
�
番
目

に
あ
た
る
「
一
般
財
団
法
人
大

蔵
財
務
協
会
理
事
長
賞
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

習
字
の
部
で
は
、
新
見
南
中

学
校
�
年
生
の 
藤  
野 
み
な
み
さ

ふ
じ 

の

ん
が
「
岡
山
県
知
事
賞
」を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
見
税
務
署
管

内
で
は
作
文　

名
、
習
字　

名

��

��

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

〜
税
を
考
え
る
週
間
〜 田  原  早  央  莉 さん

た ばら さ お り

（新見第一中）

 藤  野 みなみさん
ふじ の

（新見南中）

新見市地域審議会
公募委員の再募集

■再募集期間　��月�日�～��月��日�

※詳細については、市報��月号��ページおよび、市ホーム

　ページをご覧ください。

■問い合わせ先　企画政策課政策係（������）
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■内容：ワープロソフト「ワード」で表・図・飾り文

字を使った文書作成（�回連続）

■対象：パソコンで文字（かな・数字）を入力できる人

■日時：��月��日�、��日�、��日�

　時間はいずれも��：��～��：��

■会場：まなび広場にいみ�階パソコン教室

■参加費：�����円（テキスト代別途、��月講座と同じ

テキストを使います。）

■定員：��名（多数の場合は抽選）

■申込方法：講座名（パソコン講座��月「ワープロの

基礎」）、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を

記入して、ハガキまたは電話、ＦＡＸでお申し込み

ください。また、まなび広場にいみ受付にも申込用

紙を用意していますのでご利用ください。

■申込締切：��月�日�

■申し込み・問い合わせ先

　〒���－����　新見市新見���番地�

　生涯学習課生涯学習係（������・������）

「初心者向け 、ワープロ で 表入 り 文書作成！」

募集

パソコン講座１２月 主催
まなび広場にいみ

�����ジ ュニアオ リ ン ピ ックカ ップ

第８回都道府県対抗全日本
中学生男子ソフトボール大会

ボランテ ィアス タ ッフ募集
　平成��年�月に新見市で開催される 『第�回都道府県対抗全日本中学生男子ソフトボール大
会』の運営にボランティアでご協力いただけるスタッフを募集します。  
　中学生以上で、スポーツ活動やボランティア活動に興味のある人は、次の内容をご確認いた
だき、お申し込みください。ご不明な点は、大会事務局までお問い合わせください。

■大会期間　平成��年�月��日�～��日�　予備日：��日�
　　　　　　※開会式：�月��日�　��：��から

■応募要件　次の①～③の要件を満たす人
　　　　　　①中学生以上で、市内に在住または勤務している人。
　　　　　　②大会期間中にボランティアで協力していただける人。
　　　　　　③会場までの交通手段が確保できる人（送迎は行いません）。

■業務内容　①球場内における競技進行の補助
　　　　　　　ファウルボール回収、球出し、球場整備、得点表示、カウント表示など。
　　　　　　②大会会場内の運営補助
　　　　　　　会場案内、場内清掃、弁当受け渡し補助など。          

■申込締切　平成��年�月��日�

■そ の 他　�ご応募いただいた人には、後日、事務局より説明会のご案内をいたします。
　　　　　　�ご協力いただく日時・業務内容については、ご本人の意向を確認のうえ事

務局で調整させていただきます。

申し込み・問い合わせ先
大会事務局／〒���-���� 新見市新見���番地�　教育委員会生涯学習課内（������）
　　　　　　※直接電話でお申し込みください。



市報にいみ 第８１号
��������������

会 と 催し

　第��回新見市長杯スキー大会・第�回新見
市長杯スノーボード大会を開催します。みな
さん奮ってご参加ください。

■日時　平成��年�月��日�  開会式�：��～
■会場　神郷第一スキー場
■種目　大回転（スキー・スノーボード）
《部門》
スキーの部�少年一部（小学生）／少年二部
（中学生）／青年の部（高校生以上��歳未
満）／壮年一部（��歳以上��歳未満）／壮年
二部（��歳以上）／女子一部（小学生）／女
子二部（中学生以上）
スノーボードの部�男子一部（小学生）／男
子二部（中学生以上）／女子一部（小学生）／
女子二部（中学生以上）
■参加資格　アマチュアならどなたでも参加
できます。
■参加費　大人（高校生以上）�����円、子ど
も（小・中学生）���円　※参加費は、申込み
と同時にお支払いください。
■表彰　各部門の�位から�位までを表彰し
ます。ただし、小学生対象の部門について
は、�位までを表彰します。
■申込期限　平成��年�月��日�
■申し込み・問い合わせ先　
実行委員会事務局（商工観光課商工観光係）
������ 　ＦＡＸ�����  
※参加申込書は、新見市ホームページからダ
ウンロードし、お申し込みください。

　「ランニングを楽しく！」をスローガンに、
第��回新見市新春ロードレース大会を、新見
市防災公園周辺で開催します。みなさん奮っ
てご参加ください。

■日時　平成��年�月�日�
　受付開始�：��　開会式�：��
　競技開始��：��
　※小雨（小雪）決行
■コース　新見市防災公園周辺（新見市防災
公園陸上競技場を起・終点として市道石蟹・
長屋線の広瀬橋に至るまでの区間）

■参加区分　
　�ファミリーの部（小学校�～�年生と保

護者またはそれに代わる成人のペア）
　�小学生男子の部
　�小学生女子の部（�年生以上）
　�中学生男子の部
　�中学生女子の部
　�高校生男子の部
　�高校生・大学生・一般女子の部
　�一般男子Ａの部（��歳未満）
　�一般男子Ｂの部（��歳以上）
　�一般男子Ｃの部（��歳以上）
　※年齢は大会当日を基準とします
■参加料　無料
■申込期限　��月��日�
■申し込み・問い合わせ先
　新見市体育協会事務局
 （生涯学習課内　������）

　市教育委員会では、自主企画事業として、映画「宇宙ショー
へようこそ」を上映します。ベルリン国際映画祭ノミネートの
名作をぜひご家族でご覧ください。

【ストーリー】
美しい自然に囲まれた村川村。小学校の生徒はわずか５人。こども
たちだけで行う夏合宿の初日、裏山で傷ついた犬を見つけ、手当て
してやると「ありがとう、おかげで助かりました」。なんと、彼は犬
ではなく、遥か彼方の惑星からきた宇宙人だったのだ。お礼がした
いと、５人は月に行くことに…。宇宙をめぐる大冒険がいま始まる！

■開催日　��月��日�
■上映時間　��：��～��：��（予定）〈開場時間 ��：��〉
■会場　まなび広場にいみ　大ホール
■入場料　一般：���円（当日受付でお支払いください）
　高校生以下：無料　※全席自由
■問い合わせ先　生涯学習課文化振興係（������）

新見文化交流館自主企画事業映画上映会

「宇宙ショーへようこそ」

新見市長杯 スキー・ スノ－ボード大会
参加者募集! !

新春 ロードレース大会
参加者募集! !
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筋
ト
レ
を
始
め
て　

年
が
過

��

ぎ
ま
し
た
。
毎
日
続
け
て
い
る

の
に
効
果
が
上
が
ら
ず
、
つ
い

に
こ
の
夏
の
健
診
で
メ
タ
ボ
の

仲
間
入
り
で
す
。
酒
を
週
�
回

に
し
て
、
知
り
合
い
か
ら
「
走

っ
た
ら
痩
せ
る
よ
！
」
と
言
わ

れ
て
、
朝
�
時
間
走
り
始
め
ま

し
た
。

　
　

月　

日
の
大
名
行
列
の
御

��

��

輿
を
担
ぎ
に
出
て
、
大
日
本
プ

ロ
レ
ス
の
レ
ス
ラ
ー
と
話
す
機

会
が
あ
り
、
こ
の
悩
み
を
打
ち

明
け
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

「
筋
ト
レ
は
回
数
で
は
な
い
」と
、

プ
ロ
レ
ス
の
筋
ト
レ
の
方
法
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
翌

大名行列でプロレスラーから…

 垣  上  滋  延   さん
かき うえ しげ のぶ

［神郷下神代］（��歳） 
（自営業：アトリエカシュカシュ）

日
か
ら
早
速
実
践
す
る
と
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
と
相
ま
っ
て
特
に
ウ

エ
ス
ト
周
り
が
ど
ん
ど
ん
細
く

な
っ
て
い
く
の
で
す
。
私
は

元
々
細
い
体
で
す
が
、
体
重
は

少
し
増
え
て
筋
肉
が
付
い
た
よ

う
に
見
え
ま
す
。
疲
れ
も
感
じ

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

本
当
は
、
今
年
の
御
輿
に
不

参
加
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、

ま
さ
か
�
人
生
の
プ
チ
転
機
�

に
な
る
出
会
い
が
あ
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
思
わ
ぬ
出
会
い

が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
も

っ
と
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

動
な
ど
色
々
や
っ
て
い
る
自
分
が
い

ま
し
た
。
看
護
の
勉
強
に
加
え
、
最

近
や
っ
と
慣
れ
て
き
た
１
人
暮
ら
し

に
、
大
変
だ
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
同
じ
条
件
の
中
で
が
ん
ば

っ
て
い
る
仲
間
が
い
る
の
で
、
自
分

だ
け
へ
こ
た
れ
て
い
る
場
合
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
き
っ
と
自
分
な
ら
で
き

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

新
見
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る

４
年
間
に
し
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

私 
の 
ふ
る 
さ 
と 
か 
ら 
見
た 「
新
見
」

新
見
で
過
ご
す
時
間

新
見
公
立
大
学

看
護
学
部
２
年

 
丸  
山  
史 
織
   
  
さ
ん

ま
る 

や
ま 

し 

お
り

  （
出
身 ‥

兵
庫
県
養
父
市
）

　

私
が
初
め
て
新
見
に
来
た
の
は
、

入
試
の
当
日
で
し
た
。
新
見
の
印
象

は
、
私
の
地
元
養
父
市
に
似
て
い
る

な
あ
、
と
い
う
も
の
で
す
。
具
体
的

に
は
、
山
が
多
い
と
こ
ろ
、
星
が
き

れ
い
な
と
こ
ろ
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が

な
い
と
こ
ろ
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
す
ぐ
に
な
じ
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

大
学
に
入
る
前
は
特
に
何
か
を
し

よ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
入
学
し
て
１
年
半
が
過
ぎ
た
今
、

気
が
つ
け
ば
サ
ー
ク
ル
や
学
友
会
活
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南 か ら

Hello Niimi,
It's Peter from England. Some of you may or may not know that I am 
actually on my second period of teaching in Niimi. For family reasons I 
actually left Japan last November to run my families' restaurant in 
Spain. Fortunately I have been lucky enough to come back to Niimi for 
a second time. Its all been a serious case of dejavu as I was lucky 
enough to be placed at all of my former schools so it was something 
that I was very happy about. Therefore I would like to take the chance 
to thank the community for welcoming me back with open arms and 
for being so kind once again. Niimi really is a one off place. 
So the holiday season is coming and I thought I would share with you a 
different Christmas tradition that I experienced in Spain last year. In 
Spain it is not Santa Claus that the children all get excited about. It is 
in fact The Three Wise Men. There is a big festival on the 5th of 
January to celebrate this religious holiday. The Three Wise Men will 
parade through the town on their camels throwing sweets and 
chocolates to all the children. Then on the eve of the 5th the children 
are required to leave their shoes somewhere visible in the house. A 
common place is on the front door step. When they awake on the 6th 
gifts will be left for the children next to their shoes. 
This is just one of the many cultural traditions that they have in Spain, 
over what is a very fun and festive period. I encourage you to find out 
some of the others that take place, or of course you can always ask me 
and I would be happy to share with you more of my experiences.
I wish you all a Merry Christmas and a Happy New Year with your 
family and friends.

北

か

ら

第　

通
��

 佐  藤  考  平  さん（��歳）
さ とう こう へい

東京都品川区（出身：新見市西方）
会社員

川
で
泳
ぐ
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
が
、
当
時
は
夏

に
な
る
と
駅
前
近
辺
の
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
泳
い
だ
り
、
大

き
な
石
に
両
手
を
突
っ
込
ん
で
の
魚
獲
り
（
た
ま

に
は
鮎
や
鰻
も
獲
れ
た
か
な
？
）
を
し
て
い
ま
し

た
。
高
梁
川
を
見
て
い
る
と
、
昔
の
懐
か
し
い
様

子
が
脳
裏
に
浮
か
び
ま
す
。

　

今
回
一
緒
に
帰
郷
し
た
息
子
は
、
生
ま
れ
も
育

ち
も
東
京
で
こ
れ
か
ら
先
な
か
な
か
新
見
を
訪
れ

る
機
会
は
な
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
父
親
が
生
ま

れ
育
っ
た
こ
の
土
地
に
暇
を
見
つ
け
て
訪
れ
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

男
が
生
ま
れ
て
半
年
後
、
仕
事
の
関
係

で
上
京
し
て
早
い
も
の
で　

年
が
過

��

ぎ
ま
し
た
。

　

先
日
、
次
男
の
就
職
が
決
ま
っ
た
の
を
機
会

に
新
見
に
里
帰
り
し
よ
う
と
い
う
話
に
な
り
、

私
と
妻
と
次
男
と
愛
犬
�
匹
（
残
念
な
が
ら
長

男
は
休
暇
が
取
れ
な
く
て
留
守
番
で
す
）
で
�

泊
�
日
の
里
帰
り
を
し
ま
し
た
。

　

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
新
見
の
駅
前
で

す
。
駅
の
周
り
は
十
数
年
前
の
駅
前
開
発
で
だ

い
ぶ
様
変
わ
り
し
ま
し
た
が
、
昭
和
橋
や
高
梁

川
近
辺
は
私
が
小
さ
い
頃
遊
ん
で
い
た
風
景

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
今
で
は
、
高
梁

★

長

ピ
ー
タ
ー
・
ス
ミ
ス
さ
ん

出
身
地：

イ
ギ
リ
ス
、
ユ
ベ
ン
ト
リ
ー

勤
務
校：

足
見
小
、
井
倉
小
、
神
郷
北
小
、

　
　
　
　

田
治
部
小
、
菅
生
小 

筆者は写真右

　イギリスから来ました、ピーターです。ご存じの人、そうでない人もい
るかと思いますが、実は新見での教師生活は�回目となります。家庭
の事情で昨年の��月、家族が運営するスペインのレストランの手伝い
をするために日本を離れていました。幸いにも、もう�度新見へ戻って
くることができました。以前お世話になった同じ学校に配属され、それ
がまるで本当のデジャブのようで、運命的なことにとても喜びを感じて
います。それ故に、再び親切に接して頂き、手放しで私を迎え入れてく
れたみなさんに感謝できる機会を作りたいです。新見はとても安らげる
特別な場所です。
　これからホリデーシーズンがやってきますね。私が去年スペインで体
験したクリスマスをみなさんにお伝えしようと思います。クリスマスに子
どもたちから�番の人気者、実はスペインではサンタクロースではなく、
東方の三賢者と呼ばれる新約聖書に登場する人たちなのです。�月
�日に宗教的な祝日のお祝いをする大きなお祭りがあり、この三賢者
がラクダにまたがりアメやチョコレートをばらまきながらパレードをします。
そして午後になると子どもたちは家のどこか、目に付くところに自分の
靴を置いておきます。一般的には玄関先でしょうか。そして翌朝、子ど
もたちは自分の靴の横に置かれているプレゼントを発見するのです。
これはスペインで行われる、とても楽しいお祭りでの伝統的な行事の
ほんの一部です。みなさんも、おもしろい伝統行事を見付けてみてくだ
さい。もちろん、私にも色 と々質問してください。私の経験がお役に立て
ればうれしいです。
メリークリスマス�そしてご家族や友達と、よい新年を迎えてください。
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　��月�日�、おおさ総合センターで、おおさ風まつりが
開催されました。
　��回目を迎えたまつりでは、千屋牛うどんの早食い大
会、ポニーの試乗会など市民参加型の催しが多数行われ
ました。地域の特産を集めた食のコーナーでは、ドジョ
ウの唐揚げや汁などが無料で振る舞われました。
　また、大佐文化協会による芸能発表や作品展示も行わ
れ、会場は市民の活気で満ちあふれていました。

　��月�日�、三室峡総合案内所で、第�回三室峡紅葉
まつりが開催されました。
　会場では、山の鮮やかな色づきを感じながら、来場者
による餅つきや、ヤマメの塩焼き、地元野菜の販売など
が行われました。餅まきに訪れた人たちは歓声を上げな
がら、夢中になって餅を拾っていました。

　��月�日�夕方から�日�にかけて、正田の新

見市たたら製鉄操業施設で、中世たたら製鉄を再

現する体験学習会が開催され、多くの市民が参加

しました。参加者は、土製の炉に炭を入れたり、

炉の温度を調節する“ふいご”を操作するなど、

昔ながらの鉄作りを一昼夜かけて行いました。

     昔ながらの手法を再現
       ●たたら製鉄体験学習会

   市民参加型で大盛況
     ●第１４回おおさ風まつり

　   鮮やかな色づきを感じて
 　    ● 第５回三室峡紅葉まつり

　��月��日�、正田小学校で自転車シミュレーターを
使った自転車教室が開催されました。
　児童は、モニターに映る道路を運転しながら目的地ま
での道のりの中で、ルールやマナーの指導を受けました。
見学していた児童はスクリーンに映し出された映像を見
ながら、「危ない！」などの歓声を上げ、楽しく交通ルー
ルを学びました。

　    ルールを守って正しく乗ろう
 　    ●児童自転車教室



市報にいみ 第８１号
��������������

     みんなで、エコ生活を！
       ●にいみみんなのエコフェスタ２０１１

　��月��日�、第��回しんごう湖畔マラソン

が開催されました。

　市内外から���人が参加し、見頃となった高

瀬湖畔の紅葉を背に健脚を競いました。参加

者は、職場の仲間や家族の声援を受け、入賞

を目指して力走しました。レース後は、地元

の特産物を食べながら、疲れた体を癒しまし

た。

　��月�日�、法曽陶芸館（猪風来美術館）で、秋の
縄文野焼き祭りが開催されました
　縄文文化に親しんでもらうため、毎年春と秋に開催
しているもので、今回は、猪風来館長の作品のほか、
市内の小学生らの作品を焼き上げました。
　作品が審査され、入賞作品が選ばれました。入賞作
品は��月�日�から同館へ展示されています。

   縄文文化に親しんで！
     ●法曽陶芸館「秋の縄文野焼き祭り」

　    紅葉を背に駆け抜ける
 　    ●しんごう湖畔マラソン

　��月��日�、市民環境会議が、エコフェスタ����を

開催しました。

　資源ごみ分別やペットボトルを使ってのソーラー

カー作りなどを行い、楽しみながら環境保護について

学習しました。イベントの中では、「明日から電気の

無駄遣いをやめてエコ生活を！」と来場者に呼びかけ

ました。

     新見の安全を守る
       ●にいみ日本一安全安心のまちづくり市民大会

　��月�日�、まなび広場にいみで、にいみ日本一
安全安心のまちづくり市民大会が行われました。
　この日は、安全戦士「ジャガナー」が初披露され、
会場のちびっこは大喜び、大人からは歓声と拍手
が起こりました。
　また、橋本大二郎さんによる講演会も行われ、日
本一安全安心のまちづくり運動が高く評価されま
した。
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冬
は
子
ど
も
の
感
染
症
が
心
配
で

す
。
秋
冬
と
空
気
が
乾
燥
し
や
す
く

な
る
に
つ
れ
、
風
邪
や
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

な
ど
に
よ
る
急
性
胃
腸
炎
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
が
流
行
し
始
め
ま
す
。

寒
く
な
る
と
感
染
症
が

流
行
す
る

★
冬
は
ウ
イ
ル
ス
が
強
く
な
る

　

ウ
イ
ル
ス
は
低
温
・
低
湿
度
を
好

み
、
冬
に
な
る
と
夏
よ
り
長
く
生
存

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
感
染
力
を
強

め
ま
す
。

★
冬
は
人
の
免
疫
力
が
低
下
す
る

　

外
気
が
乾
燥
し
体
内
の
水
分
量
も

減
る
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防

い
で
い
る
の
ど
や
鼻
の
粘
膜
が
痛
み

や
す
く
な
り
ま
す
。

★
冬
は
飛
沫
感
染
の
範
囲
が
広
が
る

　

外
気
の
乾
燥
に
よ
っ
て
咳
や
く
し

ゃ
み
が
よ
り
細
か
な
粒
と
な
り
、
ウ

イ
ル
ス
が
遠
く
ま
で
飛
ぶ
よ
う
に
な

り
ま
す
。

手
当：

激
し
い
下
痢
と
嘔
吐
の
た
め
、

脱
水
症
状
に
な
り
や
す
く
、
水
分
補

給
に
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。
水
分

補
給
が
難
し
い
場
合
は
早
め
に
受
診

し
、
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

吐
き
気
が
強
い
間
は
、
し
ば
ら
く
何

も
飲
ま
せ
ず
、
吐
き
気
が
落
ち
着
い

て
き
た
ら
、
水
分
（
お
茶
、
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
、
う
す
め
た
リ
ン
ゴ
果

汁
な
ど
）
を
少
し
ず
つ
飲
ま
せ
ま
し

ょ
う
。

【
肺
炎
（
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
）】

症
状：

一
日
中
激
し
い
咳
が
続
き
、

高
熱
が
出
て
、
顔
色
が
す
ぐ
れ
ず
、
浅

く
あ
え
ぐ
よ
う
な
呼
吸
に
な
り
ま
す
。

手
当：

せ
き
が
増
え
て
く
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
早
め
に
医
師
の
診
療
を
受

け
、
肺
炎
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
が

必
要
で
す
。

※
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
は
、
幼
児

期
の
後
半
か
ら
学
童
期
の
子
ど
も
に

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

症
状：

寒
気
、
頭
痛
、
の
ど
の
痛
み
、

関
節
痛
な
ど
か
ら
始
ま
っ
て
、
高
熱

が
出
ま
す

手
当：

高
熱
が
出
る
の
で
早
め
に
受

診
し
て
診
断
、
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
安
静
に
し
て
、
十
分

な
水
分
補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
流
行
し
て
い
る
と
き
は
、
家
族

揃
っ
て
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎
】　　

　
　
　
　
 
（
嘔
吐
下
痢
症
）

症
状：

突
然
吐
き
始
め
、
続
い
て
水

の
よ
う
な
下
痢
に
な
り
ま
す
。
レ
モ

ン
色
か
ら
白
色
で
お
む
つ
か
ら
、
は

み
だ
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
下
痢
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

冬
に
増
え
る
子
ど
も
の
感
染
症

多
い
肺
炎
で
す
。
熱
と
激
し
い
せ
き

が
続
き
ま
す
が
、
重
症
に
な
る
こ
と

は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

【
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
】

症
状：

一
般
の
風
邪
と
同
様
に
発
熱
、

鼻
水
、
せ
き
な
ど
が
２
〜
３
日
続
き

ま
す
。
１
〜
２
歳
児
の
代
表
的
な
呼

吸
器
疾
患
で
、
機
嫌
が
悪
く
な
り
、

哺
乳
困
難
や
睡
眠
障
害
も
み
ら
れ
ま

す
。
新
生
児
や
乳
児
期
早
期
に
は
重

症
化
す
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

手
当：

せ
き
の
悪
化
、
異
常
な
呼
吸

の
音
、
多
呼
吸
の
症
状
が
現
れ
た
ら
、

早
め
に
医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
脱
水
気
味
に
な
る
と
、
た
ん
が

粘
っ
て
き
て
吐
き
出
す
の
が
困
難
に

な
る
た
め
、
水
分
補
給
は
こ
ま
め
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

冬
に
増
え
る
感
染
症
を
予
防
す
る

た
め
に
は
手
洗
い
・
う
が
い
・
マ
ス

ク
の
着
用
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
体

内
に
侵
入
し
て
き
た
ウ
イ
ル
ス
を
ブ

ロ
ッ
ク
す
る
た
め
に
は
、
冬
で
も
こ

ま
め
に
水
分
補
給
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
は
自
主
的
に
水
分
補
給
を
し

な
い
の
で
、
大
人
が
気
を
付
け
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆ 
病
気
と
症
状
・
手
当

◆ 
予
防
が
大
切

■問い合わせ先　健康づくり課親子保健係（��６１２９）
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準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 高尾高西町・介護老人保健施設

「くろかみ」内

担当病院

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
※受付時間　�：��～��：��

歯科

内科

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんなどの症状について当番の小児科医または看護師などが
電話で相談に応じるとともに受診などについて適切なアドバイスを行います。

■電話番号　����� または�������������
　（＃����については、携帯電話およびプッシュ回線固定　電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～��：��  �土曜、日曜、祝日および��月��日 ～翌年�月�日： ��：��～��：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子どもおよびその保護者

●２歳６か月児健康診査
対象児時間会場曜日月日
平成��年
5月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター水��月��日

●３歳児健康診査
対象児時間会場曜日月日
平成��年
�月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター火��月��日

時間会場曜日月日

��：��～��：��
山村開発センター水��月��日

��：��～��：��
�：��～��：��新見警察署

木��月��日
��：��～��：��備中県民局新見地域事務所

※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の経験が
ある人に限られます。

※身分確認ができる物を持参してください。

小児
救急医療
電話相談

■問い合わせ先　市民課 地域医療係  （������）

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 診療時間はいずれも

9時から17時までです。

検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程 ※育児相談、健康診査は、

　新見市に住民登録（住民票）のある人のみ
　受けることができます

●３～４か月児健康診査

対象児時間会場曜日月日
平成��年
�月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター木��月��日

●９～１０か月児健康診査

対象児時間会場曜日月日
平成��年
�月生・�月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター水��月�日

●献血

●ＢＡＢＹすくぅーる （小児科医師講話、育児・離乳食相談） 
対象児時間会場曜日月日
平成��年
�～�月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター月��月��日

■対象者　�～�か月の乳児をもつ保護者
■内容　
　�離乳食のすすめ方
　　栄養士の講話、離乳食の実演、試食
　�小児科医師の講話「乳児期に気をつけたい病気のお話」
　　岡山大学医学部　小田  慈 教授
　�育児相談、体重測定（希望者）
■持参するもの　母子手帳、筆記用具、子ども用のスプー
ンとお茶、バスタオル

新見市　新見中央病院 ������
庄原市　瀬尾医院 �����������
真庭市　落合病院（内） ����������
真庭市　近藤病院（外） ����������
真庭市　遠藤クリニック（外） ����������

��／�
�

新見市　太田病院 ������
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　湯原温泉病院（内・外） ����������
真庭市　前原医院（内） ����������
真庭市　吉弘クリニック（内） ����������

��／��
�

新見市　渡辺病院 ������
庄原市　細川医院 �����������
真庭市　河本病院（内・外） ����������
真庭市　片岡医院（内） ����������

��／��
�

新見市　太田病院 ������
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　勝山病院（内・外） ����������
真庭市　まにわ整形外科（外） ����������
真庭市　さとう医院（外） ����������

��／��
�

新見市　長谷川紀念病院 ������
庄原市　日伝医院 �����������
真庭市　金田病院（内・外） ����������
真庭市　谷田医院（外） ����������

��／��
�

新見市　通常診療を行っています。
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　近藤病院（内・外） ����������
真庭市　イケヤ医院（内） ����������
真庭市　さくもとクリニック（外） ����������

��／��
�

新見市　通常診療を行っています。
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　勝山病院（内・外） ����������
真庭市　米田医院（内） ����������

��／��
�

新見市　渡辺病院 ������
庄原市　三上クリニック �����������
真庭市　湯原温泉病院（内・外） ����������
真庭市　金田病院（内・外） ����������

��／��
�

新見市　太田病院 ������
庄原市　瀬尾医院 �����������
真庭市　河本病院（内・外） ����������
真庭市　湯原温泉病院（内・外） ����������

�／�
�

新見市　新見中央病院 ������
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　中山病院（内・外） ����������
真庭市　金田病院（内・外） ����������

�／�
�

新見市　長谷川紀念病院 ������
庄原市　細川医院 �����������
真庭市　落合病院（内） ����������
真庭市　勝山病院（内・外） ����������

�／�
�

新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、 日曜日 、 祝日 、 ������～����
診療科目：内科、小児科

診療時間：��：��～��：��

●乳がん検診（集団検診）
時間会場曜日月日

��：��～��：��
  新見市保健福祉センター火��月�日

��：��～��：��
��：��～��：��

  新見市保健福祉センター水��月�日
��：��～��：��
��：��～��：��

  新見市保健福祉センター木��月�日
��：��～��：��

新見市保健福祉センターでは、初日に受診者が集中し、午前
中にマンモグラフィ検査を受診できない場合があります。午前中
のマンモグラフィ検査はおおむね５０人程度です。詳細は、「新見
市成人検診ガイドブック」を確認してください。対象地区の詳しい
地区割りについては検診が近づきましたら広報します。
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岡
山
県
で
は
、
寝
た
き
り
な

ど
の
理
由
で
歯
科
受
診
が
で
き

な
い
人
を
対
象
と
し
て
、
歯
科

往
診
に
関
す
る
相
談
や
紹
介
業

務
を
行
う
た
め
、「
歯
科
往
診
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

寝
た
き
り
な
ど
で
、
歯
科
医

院
に
通
院
で
き
な
い
場
合
、
お

近
く
の
往
診
歯
科
医
院
を
紹
介

し
ま
す
。

■
相
談
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　

時
〜　

時
（
祝
祭
日
・
年

��

��

末
年
始
を
除
く
）

　

相
談
員
と
し
て
歯
科
衛
生
士

が
電
話
で
対
応
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
岡
山
県
歯
科
医

師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

歯
科
往
診
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

岡
山
市
北
区
石
関
町
�
―
�

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

h
ttp
://

w
w
w
.o
d
a
8
0
2
0
.o
r.jp

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

　

シ
ベ
リ
ア
な
ど
の
戦
後
強

制
抑
留
者
に
対
す
る
特
別
給

付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
、
請
求
さ
れ
て
い
な
い
人
は

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ

ル
国
の
地
域
で
戦
後
強
制

抑
留
さ
れ
て
い
た
、
平
成　
��

年
�
月　

日
に
日
本
国
籍

��

を
有
す
る
ご
存
命
の
人

※
特
別
措
置
法
施
行
日
（
平
成

　

年
�
月　

日
）
以
降
に
亡

��

��

く
な
ら
れ
た
人
の
ご
遺
族

は
、
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

施
行
日
前
に
亡
く
な
ら
れ

た
人
の
ご
遺
族
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
請
求
受
付
期
間

　

平
成　

年
�
月　

日
ま
で

��

��

※
請
求
期
間
内
に
請
求
が
な
い

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
請
求
方
法

　

請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
人

は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

　

平
日
�
時
〜　

時
��

　

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金　

事
業
部　

特

別
給
付
金
認
定
担
当

　

�
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�

�
�

　

（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

�
�
�
―
�
�
�
�
―
�
�

�
�
）

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
二
十

四
年
度
第
一
学
期
（
�
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
な

ど
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を

お
し
ら
せ

歯
科
往
診
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
々

が
、
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
見
公
立
大
学
構
内

に
あ
る
新
見
市
学
術
交
流
セ
ン

タ
ー
図
書
館
内
の
放
送
大
学
岡

山
学
習
セ
ン
タ
ー
新
見
教
室
で

は
、
放
送
教
材
を
配
置
し
て
放

送
大
学
の
学
生
や
市
民
の
方
々

の
生
涯
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
�
月　

日
�
ま

��

で
で
す
。
現
在
、
資
料
を
無
料

で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�

�
�

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  h

ttp
://w

w
w
.o
u
j.a
c.jp

　

新
見
公
立
大
学
学
術
交
流
セ

ン
タ
ー
・
付
属
図
書
館

　

�
�
�
�
�
�

　

新
見
市
観
光
協
会
の
事
務
所

が
Ｊ
Ｒ
新
見
駅
前
に
移
転
し
ま

し
た
の
で
、
近
く
に
お
越
し
の

際
は
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

　

新
し
い
事
務
所
の
住
所
と
連

絡
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
移
転
先
の
住
所

　

新
見
市
西
方
�
�
�
�
―　
��

　

（
Ｊ
Ｒ
新
見
駅
前
）

■
問
い
合
わ
せ
先   

　

新
見
市
観
光
協
会

　

（
�
・ 

�
�
�
�
�
）

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

戦
後
強
制
抑
留
者
の

み
な
さ
ん
へ

放
送
大
学
�
月
生

募
集
の
お
知
ら
せ

新
見
市
観
光
協
会
の

事
務
所
移
転
に
つ
い
て

税
金
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に

電
話
で
お
答
え
し
ま
す
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��������������

�　

月
�
日
�　

��

　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

�
�
月
�
日
�　

　
　

�
時　

分
〜　

時
分　

��

��

��

専
門
家
に
よ
る

　

思
春
期
心
の
健
康
相
談

�　

月　

日
�

��

��

　
　
　

時
〜　

時

��

��

�
�
月　

日
�

��

　
　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
（
岡

山
県
備
中
県
民
局
新
見
地
域

事
務
所
内
）

　

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談

も
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料

　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

新
見
小
岸
住
宅
団
地
（
�
区

画
）・
西
方
郷
原
住
宅
団
地
（
�

守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
税
理

士
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

お
一
人
に
つ
き　

分
程
度

��

■
相
談
時
間

　
　

時
〜　

時

��

��

　

（
土
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年

始
休
）

■
相
談
専
用
電
話

　

�
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�

�
�
（
固
定
電
話
か
ら
お
か

け
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
税
理
士
会
税
金
相
談
セ

ン
タ
ー

　

�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�

�
�

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

h
ttp
://w

w
w
.ch
u
ze
i.o
r.jp

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

所
で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健

師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
開

催
し
て
い
ま
す
。　

■
日
時（�

月
〜
�
月
分
）

��

　

精
神
科
医
師
に
よ
る

　

心
の
健
康
相
談

�����������

区
画
）
を
分
譲
し
て
い
ま
す
。　

　

新
見
市
で
自
然
環
境
と
調
和

し
た
、
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る

暮
ら
し
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

新
見
市
土
地
開
発
公
社

　

（
総
務
課
内
）

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

北
朝
鮮
か
ら
帰
国
し
た
�
名

を
除
く
拉
致
被
害
者
の
安
否
に

つ
い
て
は
、
未
だ
北
朝
鮮
当
局

か
ら
納
得
の
い
く
説
明
が
な
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
政
府
は
、
こ
れ
ま
で　
��

名
の
日
本
人
拉
致
被
害
者
を
認

定
し
て
お
り
、
拉
致
問
題
の
解

決
を
最
優
先
の
課
題
と
位
置
付

け
、
北
朝
鮮
当
局
に
対
し
、
す

べ
て
の
被
害
者
の
安
全
確
保
と

速
や
か
な
帰
国
、
真
相
究
明
お

よ
び
拉
致
実
行
犯
の
引
き
渡
し

を
強
く
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
の
緊
急
の
国
民
的
課

題
で
あ
る
「
日
本
人
拉
致
問
題
」

の
解
決
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

平
成�

年
度

��

心
の
健
康
相
談
の

ご
案
内

住
宅
団
地

好
評
分
譲
中
！

へ
の
対
処
は
、
国
際
社
会
を
挙

げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ

れ
る
中
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く

こ
と
は
、
日
本
国
民
で
あ
り
国

際
社
会
の
一
員
と
し
て
大
切
な

こ
と
で
す
。（
法
務
省
、
警
察
庁
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
警
察
署

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

新
見
公
立
大
学
・
公
立
短
期

大
学
で
は
、
学
生
が
無
届
で
ア

ル
バ
イ
ト
を
す
る
こ
と
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。
事
業
主
の
み
な

さ
ま
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
求
人
票

を
大
学
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

過
去
に
、
提
出
し
て
い
た
だ

い
た
事
業
主
の
方
で
も
、
新
た

に
募
集
す
る
場
合
は
、
再
度
、

ア
ル
バ
イ
ト
求
人
票
を
大
学
に

提
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
公
立
大
学
・
公
立
短
期

　

大
学　

学
務
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

（ 

�
�
�
�
�
）

　

月　

日
〜　

日
ま
で

１２

１０

１６

は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
」で
す

新
見
公
立
大
学
・

公
立
短
期
大
学
か
ら

の
お
願
い
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図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり図書館だ よ り図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館だだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりり図書館だ よ り
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

��月�日（土）　��：��～　国際ふれあい講座（新見）
��月��日（土）　��：��～　クリスマスこどもお楽しみ会（新見）
　　　　　　　��：��～　こども映画会（新見）
　　　　　　　��：��～　子ども映画会（哲西）
��月��日（木）　��：��～　ブックスタート（新見）
��月��日（土）　��：��～　学術交流センターシアター（学術）
　　　　　　　��：��～　「クリスマス・キャロル」

神郷生涯学習センターおすすめの本

　人気絵本作家“のぶみ”が、
東日本大震災の被災地で行
ったボランティア活動記。活
動を終えて湧き上がってき
た感情とは…。さまざまな葛
藤、現地の人との交流、ボラ
ンティアって何なのか。真っ
向勝負のノンフィクション。

楽
し
い

本
がた

く
さ
ん

あ
る
よ
！

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

休館日�■■新見図書館
新見市新見��� -� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■おおさ総合センター図書コーナー
新見市大佐小阪部���� -� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■神郷生涯学習センター図書コーナー
新見市神郷下神代���� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■哲西図書館
新見市哲西町矢田���� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■哲多総合センター図書コーナー
新見市哲多町本郷����� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■学術交流センター図書館
新見市西方���� -� （������  ���������）
������������	
��		�	���������	
������������	
�

�

月
の
休
館
日

��

ギャングエイジ
 川  端   裕  人 ／著　ＰＨＰ研究所　����年
かわ ばた ひろ と

日本中枢の崩壊
 古  賀   茂  明 ／著　講談社　����年
こ が しげ あき

※年末年始の休館について

�新見・大佐・神郷・学術

　　��月��日�～�月�日�

�哲西・哲多

　　��月��日�～�月�日�

上を向いて歩こう！
のぶみ／作　　講談社　����年

学校では教えてくれないお金の話
 金  子   哲  雄 ／著　河出書房新社　����年
かね こ てつ お

土金木水火月日

���

��������

��������������

��������������

��������������

��������
��

　正しい金銭感覚を身につ

ければ、すてきな未来に出

会える！夢を夢で終わらせ

ないためのお金の使い方を

教えます！！

　小学校の新任の先生と、
ギャングエイジな�年生の
�年間の成長物語。
『学校の再生という物語』を
通じて、学校の『いま』と
家族、地域の『在り方』を
リアルに描いた長編エンタ
テイメント。

　

　福島原発メルトダウンは必
然だった…政府閉鎖すら起こ
る����年の悪夢とは！？
　家族の生命を守るため、全
日本人必読の書。
　「日本の裏支配者が誰なの
か教えよう」。経済産業省の
現役幹部が実名で証言。
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��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�毎週月・火曜日(祝日は開館)
　　　　　年末年始（��／��［火］� �／�［木］）

新見美術館

法曽陶芸館

以
外
の
「
唐
物
」
に
大
別
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
高
価
で
あ
で
や
か
な
唐
物
を

使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
千
利
休
の
時
代
に

は
質
素
で
枯
淡
な
和
物
を
使
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。「
和
物
」
は
、「
楽
焼
」
と
「
国

焼
」
に
分
け
ら
れ
、「
国
焼
」
に
は
「
萩
」

「
唐
津
」「
薩
摩
」「
信
楽
」「
備
前
」「
京
焼
」

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
館
収
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

茶
道
具
の
中
か
ら
、
抹
茶
茶
碗
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
、
近
現
代
に
お
い
て
活
躍
し
た

名
工
が
制
作
し
た
茶
碗
約　

点
を
展
示
し
、

��

「
用
の
美
」
を
紹
介
し
ま
す
。

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円※市内小中学生は観覧無料
　（　）内は��人以上の団体料金

新見市西方���番地（������）

〈
企
画
展
〉  
会
期
▼
平
成　

年　

月
�
日
�
〜
平
成　

年
�
月
�
日
�

��

��

��

若
い
感
性
が
と
ら
え
た
古
の
技
と
こ
こ
ろ

を
、
未
来
の
創
造
へ
紡
い
で
ゆ
く
原
点
と

な
る
作
品　

点
を
展
示
。
火
焔
型
土
器
や

��

人
面
把
手
付
深
鉢
（
出
産
土
器
）
を
は
じ

め
と
し
て
、
文
様
踊
る
迫
力
の
表
現
か
ら

端
整
で
ふ
く
よ
か
な
表
現
ま
で
、
表
情
豊

か
な
縄
文
の
造
形
を
一
堂
に
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。　

�
村
上
原
野

１
９
８
７
年　

北
海
道
の
原
野
に
生
ま
れ
る
。

札
幌
市
立
高
等
専
門
学
校
卒
業
後
、
岡
山
に
移

住
。
現
在
、
猪
風
来
に
師
事
し
縄
文
の
技
法
と

精
神
を
体
得
す
べ
く
修
行
中
。

�
���
���
���
���
�
�
�
	



む
ら 

か
み 

げ
ん 

や

�
�
�
��
�
�
�
	

　

お
茶
を
飲
む
風
習
が
日
本
に
初
め
て
伝
わ

っ
た
の
は
奈
良
時
代
と
言
わ
れ
、
遣
唐
使
や

中
国
か
ら
渡
来
し
た
僧
侶
た
ち
に
よ
っ
て
伝

え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

お
茶
は
大
変
貴
重
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
た

め
、
当
時
は
僧
侶
や
貴
族
階
級
な
ど
限
ら
れ

た
人
だ
け
が
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
し
た
。

　

抹
茶
は
、
鎌
倉
時
代
に
臨
済
宗
の
開
祖
栄

西
が
伝
え
た
と
さ
れ
、
禅
宗
と
共
に
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
飲
む
器
と
し
て
用

い
ら
れ
た
も
の
が
抹
茶
茶
碗
で
、
そ
の
種
類

は
日
本
の
窯
で
焼
か
れ
た
「
和
物
」
と
和
物

�
�
縄
文
人
に
な
り
た
い
。
縄
文
は
自
分

の
原
風
景
、
精
神
の
内
の
深
い
と
こ
ろ
に

あ
る
広
大
な
原
っ
ぱ
で
す
。
と
て
も
親
し

み
深
く
、
け
れ
ど
ま
だ
掴
め
な
い
未
知
の

世
界
で
も
あ
り
ま
す
。　

　

そ
こ
に
、
土
を
ひ
ね
る
た
び
見
え
て
く
る

見
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
に
あ
る
縄
文

と
い
う
自
分
を
掘
り
お
こ
し
た
い
�
�

　

幼
少
よ
り
無
意
識
に
縄
文
に
触
れ
遊
ん

で
き
た
作
者
が
、
今
こ
こ
に
縄
文
の
道
を

歩
み
始
め
ま
し
た
。
縄
文
土
器
の
文
様
と

造
形
技
法
を
細
部
ま
で
丹
念
に
忠
実
に
模

写
す
る
中
で
得
た
新
鮮
な
感
動
と
敬
意
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
会
期
▼
平
成　

年　

月
�
日
�
〜
平
成　

年
�
月　

日
�

��

��

��

��

�
�
�
�
��

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日�月曜日（ただし、�／�［月］は開館し、翌日休館）
　　　　　年末年始休館（��／��［火］� �／�［木］）

 三  浦  竹  軒 （初代）《 仁  清  写  色  絵  扇  流  図  茶  碗 》
み うら ちっ けん にん せい うつし いろ え おうぎ ながし ず ちゃ わん
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木 金 土

��
心配ごと相談
��：��～��：���新郷市民センター
�社会福祉協議会神郷支所
　（�����）

�

��
備北地区体育指導委員研修会・
備北地区女性体育指導委員の集い
���：��～��：��
�まなび広場にいみ小ホール
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�����）

新見市手をつなぐ育成会講演会
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター大会議室
�学校教育課指導係（�����）

岡山県統一　ノーレジ袋デー
�参加店舗（��店舗）
�生活環境課環境保全係（�����）

�
議会一般質問
���：��～�市役所議場
�議会事務局（�����）

交通事故相談
���：��～��：��
�総合福祉センター�階図書室
�生活環境課生活交通係（�����）

人権・行政合同相談
���：��～��：���おおさ総合センター
�大佐支局（�����）

心配ごと相談
���：��～��：���おおさ総合センター
�社会福祉協議会大佐支所（�����）

�
議会一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

��
新見文化交流館自主企画事業
映画「宇宙ショーへようこそ」
上映会
���：��～��：��
�まなび広場にいみ大ホール
�生涯学習課文化振興係（�����）

��
議会議員定数等検討特別委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

議会決算審査特別委員会
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

��
議会総務常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

献血
��：��～��：��
�新見警察署
���：��～��：��
�備中県民局新見地域事
　務所
�健康づくり課健康支援
　係（�����）

������������

������

���
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会
　哲多支所（�����）

新
見 
市

�
��
��
�
����から

���まで
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月 火 水MON TUE WED日 SUN

�������������

���
議会一般質問
���：��～�市役所議場
�議会事務局（�����）

人権相談
���：��～��：���新見市総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

心配ごと相談
���：��～��：���新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

心配ごと相談
��：��～��：���きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所（�����）

��
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会
　哲多支所（�����）

�
人権啓発講演会
���：��～��：��
�まなび広場にいみ
　大ホール
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

������
議会産業建設常任委員会
���：��～�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

介護者のつどい
���：��～��：���まなび広場にいみ学習室
�介護保険課地域包括支援センター（�����）

献血
���：��～��：�����：��～��：��
�山村開発センター
�健康づくり課健康支援係（�����）

人権・行政合同相談
��：��～��：���哲多総合センター
�哲多支局（�����）

��
議会文教福祉常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

消費生活相談
��：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課商工観光係
　（�����）

��
議会一般質問（予備日）
�市役所議場
�議会事務局（�����）

��

����
人権・行政・児童合同相談
���：��～��：���新見市総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

身体障害者巡回更生相談
���：��～��：���保健福祉センター
�福祉課障害者福祉係（�����）

心配ごと相談 
法律相談（要予約）
���：��～��：���新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

��
平成23年12月議会定例会
（閉会日）
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

��
議会委員会（予備日）
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

��
新見市スポーツ少年
団交歓交流大会
��：��～��：��
�新見市民体育館
�生涯学習課スポーツ振
　興係（�����）

�������������
消費生活相談
��：��～��：���山村開発セ
　ンター小会議室
�商工観光課商工観光係
　（�����）

����

���������
心配ごと相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

�
第��回新見市
新春ロードレース大会
��：��～��：��
�新見市防災公園周辺
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�����）

�
新見市成人式
���：��～��：��
�まなび広場にいみ大ホール
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

��� ��



まちのすがた�まちのすがた�まちのすがた�まちのすがた�まちのすがた� 市税・保険料�市税・保険料�市税・保険料�市税・保険料�市税・保険料�まちのすがた� 市税・保険料�まちのすがた� 市税・保険料�まちのすがた� 市税・保険料�
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ハッピー�
バースデー�

今月、満�歳になる
子どもたちです。
これからも元気で
大きくなってね！

 土  屋   志 歩   ちゃん
つち や し ほ

（哲多町大野／１２・２０生）

 清  水   梓 沙   ちゃん
し みず あず さ

（哲多町成松／１２・３生）

 三  上   季 紗   ちゃん
み かみ き さ

（正田／１２・１３生）
 長  谷  川   徳 哉   ちゃん
は せ がわ のり ちか

（神郷油野／１２・２１生）

 双  道   一 花   ちゃん
そう どう いち か

（哲西町八鳥／１２・７生）

 瀬  川   佳 那   ちゃん
せ がわ か な

（正田／１２・２８生）

 上  田   翔 太   ちゃん
うえ だ しょう た

（高尾／１２・９生）

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市  〒���－���� 新見市新見���－�
　新見市総務部企画政策課　������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年��月 号  平成��年��月�日 No.��

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は��月��日）

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���
■ひとのうごき （　 ）内は前月比較
　総人口　������人（－��人）
　　男　　������人（－��人）
　　女　　������人（－�人）
　出生…��人　 転入…��人
　死亡…��人　 転出…��人
　世帯数　������世帯（＋��世帯）
　（平成��年��月末日現在）

合併当初の様子

■固定資産税・都市計画税３期
　（納期限：��月��日）

■国民健康保険税６期
　（納期限：��月��日）

■介護保険料６期
　（納期限：��月��日）

■後期高齢者医療保険料６期
　（納期限：��月��日）

■問い合わせ先　企画政策課政策係（������）

　　 平成２４年経済センサス‐活動調査を実施します

　経済センサス‐活動調査は、全ての企業・事業所を対象に、平成��年�月に実

施します。 

　経済センサス‐活動調査は、我が国における産業構造を包括的に明らかにする

ことを目的とする政府の重要な調査で、統計法に基づいた報告義務のある基幹統

計調査です。 

　調査票にご記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）に使用

することは絶対にありません。 

　調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いします。 経済センサスキャラクター


